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21．当教室における乳腺粘液癌の臨床病理学的検討
































柳田 康弘?，藤澤 知巳?，宮本 健志?
森下亜希子?，中村 和人?，松木 美紀?
（１ 群馬県立がんセンター 乳腺科）
（２ 同 婦人科）
（３ 同 看護部）
乳がん患者さんの5-10％に単一遺伝子の異常が原因で
起こる遺伝性乳がんが含まれている.その中で最も多い遺
伝性乳がん・卵巣がん (HBOC)は,遺伝情報を正しく知り
発症を予測し
対策を行えば,予後が改善できる.当院では,2010年より
遺伝カウンセリング外来を開設し,HBOC診療に取り組ん
できたので,その経過,現状を報告する.2008年,ASCOの
教育セッションにHBOC診療取り上げられる.2009年,遺
伝カウンセリング教育講座受講,院内倫理委員会に遺伝カ
ウンセリング外来開設および電子カルテ内記録法を申請.
遺伝子検査会社と契約締結.2010年,遺伝カウンセリング
外来開始.2012年,再発HBOC患者さんに対するカルボプ
ラチン＋ゲムシタビン療法を申請.2013年,アンジー効果
による遺伝カウンセリング外来患者急増.2014年,HBOC
診療チーム結成.予防的卵巣・卵管切除を準備(本人への説
明と同意,倫理審査,治療の方法を費用:県議会の承認が
必要)
?特別講演>
座長：鯉淵 幸生
（高崎総合医療センター 乳腺・内分泌外科）
乳癌の画像診断の実際
植松 孝悦
（静岡県静岡がんセンター
生理検査科・乳腺画像診断科 部長）
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